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発行：埼玉県立循環器・呼吸器病センター（地域医療連携室） 

   〒３６０－０１９７ 

   埼玉県熊谷市板井１６９６  電話０４８－５３６－９９００  

【ごあいさつ】 

 新春の候、皆様お元気でお過ごしのこととお慶び申し上げます。平素は

一方ならぬお引き立て心より感謝申し上げます。 

 当センターでは、平成 29 年 3 月に新館棟が完成しましたが、現在はＣ 

ＣＵの改修も終わり、3 月の腎・透析センターの開設に向けて準備を進め

ているところです。 

 また、経営改善の検討に地域の先生方にもご協力をいただき、取り組み

を開始しているところです。 

 今年は、より地域の皆様に近づき、住民の皆様の声をお聴きできるよう「いきいき健康塾」をリ

ニューアルし開催する予定です。 

 今後とも医師会の先生方と連携し病院運営を行っていきますので、ご指導ご鞭撻を賜りますよう

お願い申し上げます。                       病院長 星 永進 

 

重症大動脈弁狭窄症に対する経カテーテル的大動脈弁留置術(TAVI：タビ) 

開始と県北初のＴＡＶＩ認定施設のお知らせ 

              ～当院における弁膜症診断・治療の取り組み～ 

                       循環器内科 副部長 宮本 敬史 

 昨今、高齢化社会を反映して弁膜症が

増加傾向にあり、心不全患者様の約 1/5

が弁膜症によるものと言われております。

恐らくこのうちの約半数は大動脈弁狭窄

症であると考えられ、本来ならば、大動

脈弁置換術(ＡＶＲ)をお勧めし手術に進

むべきなのですが、高齢であることや、

癌をはじめとする様々な合併症によりガ

イドラインに沿った治療ができずにおり

ました。 

 当センターでは、平成 26 年より弁膜症

外来を開設し、手術が厳しい重症大動脈弁狭窄症の患者様に対して積極的にカテーテル治療（経皮

的大動脈弁バルーン形成術：ＰＴＡＶ）を行って参りました。3 年で約 60 例近い症例を施行しており、

救命・緩和・大動脈弁置換術までの橋渡しとして十分その役割を果たしておりますが、残念ながら、

数年後に再狭窄になるケースもあり、限界もあります。            （次項へつづく） 
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 元々ソフト面でのＴＡＶＩ施設基準（専門医数・ＰＣＩ件数・ステントグラフト件数・開胸手術

件数）は完全にクリアしておりましたが、ハード面のハイブリッド手術室（ＯＲ）が無いために施

設認定に至っておりませんでした。 

 このような現状を打開すべく、3 年前よりハイブリッド手術室の設計、ＴＡＶＩチームの結成など準

備を重ねた結果、今回、平成 29 年 11 月 2 日をもちましてＴＡＶＩ協議会より正式にＴＡＶＩ認定施設と

認定を受け、本年早々にもＴＡＶＩが施行できるようになりました。                                     

 念願のハイブリッド手術室がようやく完成

し、埼玉県内では 5 番目、県北では初のＴＡＶ

Ｉ認定施設となった次第です。 

 現在ＴＡＶＩは日本に導入されて 4 年が経過

しており、人工弁留置に起こりうる様々な合

併症についても、かなり克服できるようにな

り、ＴＡＶＩの 30 日死亡率は 1％台となってお

ります。ＴＡＶＩの利点、特に鼠径部から行う

Femoral Approach (FA)-ＴＡＶＩは開胸しない、

体外循環を回さない、手術時間が短い（手技

時間は 40－50 分）、患者様の術後の回復が早いなどが大きな利点になります。 

 まさにＰＣＩ(経皮的冠動脈形成術）のようにカテーテルで治療できる弁置換と言えるでしょう。 

 このため、高齢の開胸手術が耐えられない患者様を中心に今後広く普及するものと考えます。そ

れ以外にも、以前にバイパス術など開胸手術を受けたことがある患者様、お持ちの病気で体外循環

を回すことが困難な方（悪性腫瘍、肝・腎疾患、ＣＯＰＤなどの肺疾患、膠原病など）、大動脈の石

灰化が極めて高度な方など、外科的大動脈弁置換術が非常にハイリスクな方もＴＡＶＩで患者様を救

命・治療することが可能になってきております。 

 ただ、欠点は非常にコストが高いことであり、残念ながら余命 1 年以上を期待できない悪性腫瘍

の方、活動性の感染がある方、認知症がひどい方などはＴＡＶＩの適応は厳しいものになります。そ

のような場合は経皮的大動脈弁バルーン形成術で対応できる可能性があり、患者様の救命や緩和治

療の一助になり得ますので、是非ご相談ください。 

 心雑音のある方、弁膜症と言われたことのある

方、息切れや動悸がある方、ＢＮＰが高い方、心

不全治療が困難な方などは弁膜症をお持ちの可能

性があります。毎週火曜日に弁膜症外来を行って

おりますので、少しでも弁膜症が疑われる方がい

らっしゃいましたら、弁膜症が疑われる、の一言

で結構です。地域医療連携室を通じて予約可能で

すので是非お役立てください。 

 今後とも埼玉県北地域の循環器治療発展のため、

センター一同一丸となって取り組む所存ですので

今後ともご指導よろしくお願い申し上げます。 
ＰＴＡＶ後 3 年 ９０歳 元気に外来通院中です 
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病診連携会を開催 

 
【比企医師会様】 

 １１月８日（水）に比企医師会 

様との病診連携会を開催しました。 

 当日は、比企医師会２７名、当 

センター２１名、合計３８名の先 

生方に参加していただきました。 

 はじめに、須田会長より、臨床 

を中心とした特別講演をしていた 

だき、今後の臨床に役立てたいと、 

ご挨拶をいただきました。 

 講演では、当センター循環器内科宮本副部長が「循環器内科領域におけるβブロッカーの使用法

と肥大型心筋症の最新治療」を、脳神経外科伏原医長が「当院における脳梗塞の診断・治療～点滴

治療、予防的手術および血管内治療について～」を発表しました。情報交換会においても活発な意

見交換が行われ、大盛況な情報交換会となりました。 

 

出張いきいき健康塾 

 今年度からより地域の皆様に近いところでいきいき健康塾を開催したいと考え、公民館等で年に

数回、開催する計画を立てております。 

 第一回目のテーマは、当センターの副病院長柳澤勉医師による寒い冬に怖

い「肺炎の話」を予定しております。話の中には肺炎球菌予防ワクチンにつ

いても触れながら、地域の皆様が少しでも健康で過ごせるようにと企画して

おります。 

 皆様お誘いの上ご参加いただければと思います。 

 

日 時 平成 30 年 1 月 18 日（木） 

時 間 14 時～15 時（開場 13 時 30 分） 

場 所 江南第二コミュニティセンター（熊谷市千代２９３番地１０） 

講 師 県立循環器・呼吸器病センター副病院長 栁澤 勉 

テーマ 「肺炎の話～肺炎球菌予防ワクチン等」 

 

腎・透析センター内覧会（３月１０日開催） 

平成 30 年 3 月 26 日（月）腎・透析センターがオープンします。 

オープンに先立ち、内覧会（自由見学方式）を開催します。 

 日時：平成 30 年 3 月 10 日（土）10 時～11 時 30 分 

 場所：当センター本館棟２階 腎・透析センター 

内覧会をご希望される方は、事前に電話にてご連絡ください。 

                     【048-536-9900（代表）事務局 新館準備担当へ】 
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